
〔
調
査
対
象
〕
抽
出
さ
れ
た
市
町
村

〔
調
査
項
目
〕
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
既
往
、
接
種
時
期
、

副
反
応
、
針
痕
数
、
未
接
種
理
由
等

な
お
、
結
核
登
録
者
調
査
と
慢
性
排
菌
患
者
調
査

に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
者
の
個
人
名
が
明
ら
か
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
結
核
発
生
動
向
調
査

上
の
患
者
整
理
番
号
に
て
識
別
す
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。

活
用
方
法

本
調
査
の
結
果
は
、
以
下
の
点
に
お
い
て
、
活
用

す
る
予
定
で
す
。

�１
結
核
状
況
に
対
す
る
国
民
、
行
政
関
係
者
、
医
療

関
係
者
の
正
し
い
現
状
認
識

�２
対
策
の
重
点
の
明
確
化
及
び
不
足
す
る
部
分
の
認

識

�３
対
策
の
枠
組
み
、
制
度
の
見
直
し

�４
今
後
の
対
策
の
将
来
見
通
し
及
び
目
標
設
定

以
上
の
よ
う
に
、
本
調
査
は
、
日
本
の
結
核
対
策

の
今
後
の
方
針
を
決
め
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供

す
る
と
い
う
、
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本

調
査
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
方
々
に
は
、
心
か
ら

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

日
本
版
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
確
立
の

必
要
性

平
成
１１
年
７
月
に
「
結
核
緊
急
事
態

宣
言
」
が
出
さ
れ
た
が
、
日
本
の
結
核

の
現
状
は
、
塗
抹
陽
性
新
患
者
数
の
最

近
２０
年
間
の
横
ば
い
並
び
に
増
加
状
態

や
罹
患
率
の
地
域
格
差
な
ど
、
未
曾
有

の
事
態
を
迎
え
、
特
に
都
市
部
に
お
い

て
は
、
従
来
の
結
核
対
策
の
ま
ま
で
は

こ
の
よ
う
な
局
面
の
打
開
は
困
難
な
状

態
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
発
展
途
上

国
を
上
回
る
ほ
ど
の
戦
中
戦
後
の
結
核

高
蔓
延
状
態
を
、
先
人
た
ち
の
対
策
、

業
績
が
現
在
の
日
本
の
状
態
に
収
束
せ

し
め
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
ま
た
日
本

の
結
核
対
策
は
疾
病
対
策
の
モ
デ
ル
と

称
さ
れ
、
例
え
ば
日
本
全
国
の
コ
ホ
ー

ト
観
察
調
査
に
よ
る
塗
抹
陽
性
初
回
治

療
患
者
の
治
療
成
功
率
は
欧
米
と
ほ
ぼ

同
じ
値
を
示
す（
文
献
１
）な
ど
、
見
事

な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

一
方
、
結
核
蔓
延
状
況
は
欧
米
に
比

都
市
部
に
お
け
る
結
核
対
策
の
強
化

日
本
版
２１
世
紀
型
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略

第
一
健
康
相
談
所

診
療
部
長

増
山
英
則

結核対策の充実強化への取り組み
の一貫として、本年４月、公衆衛生
審議会結核予防部会の下に「結核緊
急対策検討班」が設置され、このた
び「都市部」及び「高齢者等」を中
心とした対策の方向性がまとめられ
ました。
本検討会委員である第一健康相談
所増山診療部長に、都市部における
結核対策の重点であるＤＯＴＳ戦略
について、解説していただきます。

今月のテーマ
緊急事態
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べ
る
と
な
お
３０
〜
４０
年
の
遅
れ
を
見
せ

て
お
り
、
日
本
で
の
結
核
治
療
は
当
初

よ
り
療
養
所
を
中
心
と
し
て
実
施
さ

れ
て
き
た
が
、
他
の
先
進
国
に
比
し
、

入
院
率
は
高
く
、
入
院
期
間
は
著
し
く

長
い（
文
献
２
）。

今
、
世
界
的
な
流
れ
と
し
て
、
結
核

対
策
戦
略
の
中
核
と
し
て
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦

略
が
採
用
さ
れ
て
い
る（
文
献
３
）。
日

本
の
現
状
に
お
け
る
結
核
対
策
の
短
所

を
補
う
た
め
に
、
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
そ
の

も
の
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
導
入
し
て
も
、

運
用
は
困
難
で
あ
る
。
日
本
の
伝
統
を

生
か
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
の

よ
い
と
こ
ろ
を
と
り
、
先
進
国
で
の
Ｄ

Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
の
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
と

い
う
目
標
で
、
今
回
日
本
版
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

戦
略
を
提
言
す
る
。

基
本
的
戦
略

１
・
塗
抹
陽
性
例
治
療
の
重
視

２
・
入
院
中
の
患
者
で
も
、
服
薬
確
認

を
す
る

３
・
治
療
開
始
２
カ
月
目
の
排
菌
状
況

を
保
健
所
の
保
健
婦
が
把
握
す
る

４
・
治
療
成
績
の
把
握
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
実
施
の
具
体
策

日
本
の
大
都
市
に
お
け
る
結
核
の
問

題
点
は
、
人
口
集
中
に
よ
る
結
核
罹
患

率
の
高
さ
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
塗
抹

陽
性
患
者
の
治
療
の
難
し
さ
で
あ
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
結

核
対
策
の
目
標
は
、
第
一
に
塗
抹
陽
性

患
者
の
治
療
成
功
率
の
向
上
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
公
衆
衛
生
審
議
会
結
核

予
防
部
会
結
核
緊
急
対
策
検
討
班
で
の

日
本
版
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
の
ド
ラ
フ
ト
作

成
に
携
わ
っ
た
１
人
と
し
て
、
ま
た
厚

生
省
よ
り
提
供
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
原
案
を
考
え
た
者
と
し
て
、

実
施
の
要
点
を
以
下
に
解
説
す
る
。

な
お
、
対
象
は
、
１３
大
都
市
を
想
定

し
た
。

１
・
院
内
Ｄ
Ｏ
Ｔ

院
内
Ｄ
Ｏ
Ｔ
に
は
、
実
施
上
二
つ

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

第
一
は
、
院
内
に
お
い
て
す
べ
て
の

塗
抹
陽
性
結
核
患
者
へ
、
対
面
服
薬

（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）
を
看
護
婦
等
が
確
実
に
毎

日
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
病
棟
看
護
婦
や
主
治
医
が
担
当
患

者
の
ベ
ッ
ド
へ
出
向
く
か
、
患
者
に

ナ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
に
来
て
も
ら
い
、

目
の
前
で
服
薬
を
確
認
す
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
服
薬
の
確
認
票

を
作
成
し
、
毎
日
服
薬
後
記
入
す
る
こ

と
で
あ
る
（
温
度
板
上
に
欄
を
設
け
、

記
載
で
も
可
）。
こ
の
体
裁
と
し
て
は
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
レ
ベ
ル
で
の
結
核
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
の
治
療
カ
ー
ド
を
参
考
に

す
る
と
よ
い
。

第
二
に
、
退
院
後
の
治
療
連
携
の
確

立
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
病
院
と
保
健
所

の
連
携
が
大
切
な
要
素
と
な
る
。
塗
抹

陽
性
患
者
の
発
生
届
の
受
理
後
や
、
入

院
を
確
認
し
た
後
は
、
患
者
の
入
院
中

に
、
保
健
所
保
健
婦
が
訪
問
し
、
患
者

情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

治
療
中
断
の
可
能
性
や
、
服
薬
率
を
確

認
す
る
た
め
に
は
、
入
院
先
訪
問
は
入

院
後
１
カ
月
目
ぐ
ら
い
が
適
当
と
考
え

る
。
そ
の
際
、
病
院
へ
の
訪
問
予
約
を

し
、
主
治
医
、
婦
長
、
病
棟
担
当
看
護

婦
か
ら
の
患
者
情
報
を
も
と
に
記
入
す

る
患
者
調
査
票
を
用
意
す
る
。
患
者
調

査
票
の
様
式
は
、
保
健
所
の
ビ
ジ
ブ

ル
・
カ
ー
ド
の
形
式
か
、
都
道
府
県
へ

の
集
団
感
染
の
際
の
報
告
書
式
を
活
用

す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
中
に
、
治
療
中
断
、

脱
落
の
可
能
性
の
項
目
、
そ
の
他
患
者

固
有
の
問
題
点
の
記
載
を
加
え
れ
ば
、

充
分
活
用
で
き
る
と
考
え
る
。

主
治
医
よ
り
患
者
面
接
の
許
可
が
も

ら
え
れ
ば
、
Ｎ
９５
マ
ス
ク
を
持
参
し
、

病
院
側
の
指
定
す
る
場
所
で
、
充
分
患

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
患
者

か
ら
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
が

望
ま
し
い
。
病
院
訪
問
を
し
、
患
者
情

報
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
退
院
後
、
外

来
治
療
に
な
っ
た
時
の
適
切
な
Ｄ
Ｏ
Ｔ

依
頼
先
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。
病
院
側
は
、
患
者
が
入
院
先

で
退
院
後
も
治
療
を
受
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
退
院
予
定
日
を
保
健
所
に
連

絡
し
、
保
健
所
は
、
病
棟
の
主
治
医
と

看
護
婦
の
退
院
時
要
約
を
入
手
し
活
用

す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
保
健
所
保
健
婦
と
し
て
は
入

院
患
者
の
治
療
開
始
２
カ
月
目
の
菌
陰

性
化
の
有
無
の
把
握
と
記
録
、
病
院
訪

問
に
よ
る
情
報
よ
り
定
期
外
検
診
の
可

否
の
情
報
を
把
握
し
、
保
健
所
内
で
保

健
所
所
長
等
と
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

保
健
所
は
、
退
院
後
患
者
が
入
院
し

て
い
た
病
院
以
外
で
治
療
す
る
際
は
、

患
者
情
報
を
今
後
患
者
が
治
療
す
る
担

当
保
健
所
経
由
で
結
核
指
定
医
療
機
関

に
連
絡
す
る
こ
と
と
す
る
。
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２
・
退
院
後
Ｄ
Ｏ
Ｔ

退
院
後
や
、
入
院
が
必
要
な
が
ら
や

む
な
く
外
来
治
療
を
開
始
し
た
例
で
の

Ｄ
Ｏ
Ｔ
は
、
そ
れ
が
初
期
強
化
治
療
期

間
（
Ｈ
Ｒ
Ｚ
Ｅ
ま
た
は
Ｓ
で
の
初
期
２

カ
月
間
）
で
あ
れ
ば
、
毎
日
服
薬
確
認

を
す
る
こ
と
を
、
ま
た
そ
れ
が
維
持
期

で
あ
れ
ば
、
週
１
回
か
ら
月
１
回
で
服

薬
状
況
を
確
認
し
、
服
薬
指
導
を
行
う

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
初
期
強
化
治
療

期
間
に
毎
日
服
薬
確
認
が
不
可
能
で
あ

れ
ば
、
週
２
回
投
与
法
も
考
慮
す
る
。

現
在
結
核
の
外
来
治
療
を
行
う
施
設

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
服
薬
確
認

の
場
と
し
て
は
、
入
院
し
て
い
た
病
院

の
外
来
、
保
健
所
、
結
核
治
療
を
専
門

と
す
る
外
来
医
療
機
関
、
地
域
医
療
機

関
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
保
健
所
で
Ｄ
Ｏ

Ｔ
を
す
る
際
に
は
、
処
方
と
副
作
用
の

検
査
は
医
療
機
関
で
施
行
し
て
も
ら
う

こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後

は
患
者
の
利
便
性
を
鑑
み
、
確
実
に
継

続
可
能
な
Ｄ
Ｏ
Ｔ
を
施
行
し
う
る
施
設
、

場
等
を
育
成
、
順
次
拡
大
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

患
者
が
治
療
中
断
す
る
危
険
度
の
評

価
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
米
国
が
セ

レ
ク
テ
ィ
ブ
Ｄ
Ｏ
Ｔ
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
Ｄ
Ｏ
Ｔ
に
移
行
し
た
理
由
も
実
は
中

断
の
予
測
と
な
る
因
子
を
見
出
し
得
る

こ
と
が
、
不
可
能
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
で
は
、
例
え
ば
住
居
不
定

者
、
単
身
若
年
者
、
希
望
者
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ

を
よ
く
説
明
し
、
望
ん
だ
者
）、
治
療

中
断
を
繰
り
返
す
者
等
は
積
極
的
に
Ｄ

Ｏ
Ｔ
を
施
行
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
。

服
薬
確
認
方
法
と
し
て
は
、
定
期
的

に
患
者
を
来
所
ま
た
は
来
院
さ
せ
、
保

健
婦
ま
た
は
看
護
婦
等
の
前
で
服
薬
し

て
も
ら
い
そ
れ
を
確
認
し
、
直
接
確
認

で
き
な
い
日
の
服
薬
状
況
に
つ
い
て
は
、

患
者
の
自
己
申
告
に
て
確
認
し
、
服
薬

確
認
票
に
記
載
す
る
。
次
回
の
来
所
ま

た
は
来
院
の
予
約
を
取
り
、
そ
れ
が
な

い
時
は
、
直
ち
に
保
健
婦
、
看
護
婦
等

が
居
宅
そ
の
他
に
訪
問
し
、
Ｄ
Ｏ
Ｔ
の

継
続
を
勧
奨
す
る
。

服
薬
確
認
用
と
し
て
７
日
分
の
薬
が

入
る
、
一
日
分
ご
と
に
区
切
ら
れ
た
ピ

ル
ボ
ッ
ク
ス
を
用
意
し
、
そ
れ
を
患
者

本
人
に
渡
し
次
回
予
約
時
に
ピ
ル
ボ
ッ

ク
ス
の
空
を
確
認
し
、
次
い
で
７
日
分

の
薬
を
ピ
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
手
渡

す
方
法
も
あ
る
。

退
院
後
で
あ
れ
ば
感
染
性
が
な
い
こ

と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
患
者
と

接
す
る
と
き
は
Ｎ
９５
マ
ス
ク
は
不
要
だ

が
、
外
来
で
治
療
開
始
し
た
例
で
は
、

培
養
で
菌
陰
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、

患
者
と
接
す
る
と
き
は
Ｎ
９５
マ
ス
ク
を

つ
け
る
こ
と
と
す
る
。

日
本
国
内
に
お
い
て
、
保
健
所
保
健

婦
が
外
来
治
療
に
移
行
し
た
患
者
全
員

の
服
薬
状
況
を
月
１
回
確
認
し
、
服
薬

指
導
を
行
う
こ
と
で
成
果
を
挙
げ
た
県

が
既
に
あ
り
、
日
本
版
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
施

行
す
る
際
に
大
い
に
見
習
う
べ
き
点
が

あ
り
、
こ
の
手
法
は
全
国
的
に
広
め
て

も
よ
い
と
考
え
る
。

３
・
特
別
な
例
の
Ｄ
Ｏ
Ｔ

æ‚

住
居
不
定
者
の
場
合

保
健
所
、
地
域
の
診
療
所
等
に
必

ず
し
も
来
所
す
る
と
は
限
ら
な
い
た

め
、
保
健
婦
と
福
祉
事
務
所
職
員
や

地
域
支
援
者
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・

ワ
ー
カ
ー
）
等
が
組
ん
で
、
収
容
施

設
や
簡
易
宿
泊
所
に
週
１
回
出
向
き
、

そ
こ
で
服
薬
確
認
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
福
祉
と
連
携
し
、
宿
泊
、

食
事
等
、
可
能
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

も
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
１
週
間
確
実

に
服
薬
し
て
い
る
と
、
毎
日
１
本
分

の
栄
養
ド
リ
ン
ク
（
１
本
当
り

３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度
）
と
、

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
１
食
分
の
ク
ー
ポ
ン

を
与
え
て
い
た
。

æ„

独
居
若
年
者
の
場
合

や
は
り
、
こ
の
例
も
定
期
的
な
来

所
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
住
居
不
定

者
と
同
様
、
週
１
回
訪
問
し
て
服
薬

を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

４
・
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

に
つ
い
て

構
成
員
と
し
て
は
、
保
健
所
、
医
療

機
関
、
福
祉
事
務
所
等
の
関
係
者
、
治

療
支
援
者
等
で
あ
る
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
治
療
成
績
の
把
握
が
重
要
な
目
的

で
あ
る
。
個
別
の
症
例
が
出
る
た
び
に

開
催
す
る
こ
と
は
実
際
の
効
率
が
悪
い

の
で
、
定
期
的
開
催
の
方
が
よ
い
。
通

常
の
方
法
と
し
て
は
３
カ
月
ご
と
の
開

催
で
あ
る
が
、
１３
大
都
市
各
々
の
事
情

に
応
じ
て
、
１
カ
月
ご
と
、
１
週
間
ご

と
で
も
構
わ
な
い
と
考
え
る
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
定

期
的
開
催
時
点
で
の

æ‚

塗
抹
陽
性
患
者
に
つ
い
て
、
１
例

づ
つ
服
薬
状
況
、
排
菌
状
況
な
ど
を

確
認
、
そ
れ
ら
の
実
数
と
そ
の
地
区

で
の
罹
患
率

緊急事態
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æ„

治
療
開
始
２
カ
月
目
の
菌
陰
性
化

率
æ”

コ
ホ
ー
ト
解
析
に
よ
る
治
療
成
功

率
、
中
断
率
、
死
亡
率
等
の
デ
ー
タ

æ»

中
断
例
や
、
死
亡
例
の
要
因
解
析

と
今
後
の
対
応

æ…

定
期
外
検
診
結
果
の
検
討
と
今
後

の
対
応

を
討
論
す
る
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
主
催
は
保
健
所
と
し
、
上

記
討
論
の
主
要
資
料
も
保
健
所
で
準
備

す
る
こ
と
と
す
る
。
書
式
と
し
て
は
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
国
レ
ベ
ル
で
の
結
核
対
策
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
の
コ
ホ
ー
ト
解
析
の
書
式
が

推
奨
さ
れ
る
。
個
別
症
例
の
書
式
と
し

て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
の
コ
ホ
ー

ト
解
析
検
討
会
の
様
式
が
実
際
的
で
あ

る
と
考
え
る
。

最
後
に

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
結
核
対
策
の
目
標
と
し
て

は
、
①
塗
抹
陽
性
患
者
の
確
実
な
治
療
、

②
患
者
発
見
率
の
向
上
、
等
が
あ
る
が
、

ま
ず
確
実
な
治
療
を
Ｄ
Ｏ
Ｔ
に
て
施
行

し
、
コ
ホ
ー
ト
解
析
に
て
治
療
成
功
率

の
向
上
を
確
認
す
る
こ
と
が
、
日
本
の

現
状
に
お
い
て
肝
要
で
あ
る
。

※
文
献

（
１
）
山
下
武
子
、
小
林
典
子
他／

全

国
コ
ホ
ー
ト
観
察
調
査
に
よ
る
患

者
管
理
の
評
価
―
肺
結
核
患
者
の

治
療
成
績
と
保
健
婦
活
動
の
評
価

―
『
呼
吸
器
疾
患
・
結
核

資
料

と
展
望
１
９
９
８
年
第
２７
号
』
３１

〜
４３
頁
（
結
核
予
防
会
）。

（
２
）
青
木
正
和
、
増
山
英
則／

結
核

治
療
に
お
け
る
米
国
行
政
担
当
者

の
対
応
と
認
識
―
日
本
の
臨
床
医

と
の
相
違
『
結
核

２
０
０
０
年

第
７５
号
』４
１
３
〜
４
２
２
頁（
日

本
結
核
病
学
会
）

（
３
）
青
木
正
和／

Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
戦
略
の

生
成
と
発
展
『
呼
吸
器
疾
患
・
結

核

資
料
と
展
望
１
９
９
７
年
第

２２
号
』
１
〜
１０
頁
（
結
核
予
防
会
）
。

第８回胸部ＣＴ検診研究会大会
○大会長：渡辺 滋

千葉大学医学部第三内科

〒２６０―８６７０ 千葉市中央区亥鼻１―８―１

TEL０４３―２２２―７１７１（内５２６２）

FAX０４３―２２６―２０９６

○問い合わせ：〒１６２―８４０２ 東京都新宿区市谷

砂土原町１―２

�財東京都予防医学協会内
胸部CT検診研究会事務局

三澤 潤

TEL０３―３２６９―２１７５

FAX０３―３２６９―５９６０

＊会員以外の方でも、ご自由に参加できます。

＊大会第１日目終了後、懇親会を予定しております。

○日時：平成１３年２月９日（金）、１０日（土）

○内容：シンポジウム

教育講演

一般演題

胸部ＣＴ・冠動脈硬化そ

の他の心血管疾患・検診

の３つをキーワードとす

る内容

○会場：江戸川区総合区民ホール

〒１３４―００９１ 東京都江戸川区船堀４―１―１

TEL０３―５６７６―２２１１

○会費：参加費５，０００円、懇親会費２，０００円、

年会費５，０００円

お知らせ
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